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低騒音機によるＮＬＰに関する事項Ⅱ

１ 低騒音機によるＮＬＰの定義等

(1)低騒音機の定義

国からは「現在、空母キティホークに配備されているＦＡ－１８等の空母艦載機の

なかで、プロペラにより推進力を得るＥ－２Ｃ、Ｃ－２の固定翼航空機をいわゆる低

騒音機と称している 」との説明を受けている。。

(2)低騒音機によるＮＬＰを硫黄島で実施できない理由

国からは 「空母艦載機離発着訓練においては、速度の異なる機種が同一飛行パタ、

ーンで訓練することは危険であるため、ジェット機とプロペラ機が同時に訓練を行う

ことはできない。この状況を踏まえ、厚木基地で高騒音機のＮＬＰを行わないため高

騒音機は硫黄島で訓練する 」との説明を受けている。。

２ 低騒音機によるＮＬＰの際の「ｄＢ（Ａ）コンター」の要点整理

「dB(A)コンター」は、防衛施設庁が岩国基地再編後の低騒音機によるＮＬＰの騒音

の予測を行うために作成したものであり、航空機騒音データ、飛行経路により、任意の

点のdB(A)値を算出し、その範囲を地図上に示したものである。

(1)作成方法

航空機騒音データ 飛行経路から地図上の各地点の騒音dB(A)値を計算し 同じdB(A)、 、

値を等高線状に結んで作成。

(2)航空機騒音データ

対象機種であるＥ－２Ｃについて、厚木飛行場で調査した騒音データをもとに、航

空機からの距離と騒音dB(A)との関係を示すデータを作成。

(3)飛行経路

現在の厚木飛行場での運用実態を踏まえて設定。

(4)７０ｄＢ(A)以上の区域

「低騒音機（Ｅ－２Ｃ）によるＮＬＰの際のｄB(A)コンターとジェット機（ＥＡ－

６Ｂ）によるｄB(A)コンターとの比較 （Ｐ２３）のとおり」

３ 分析結果

(1)Ｅ－２Ｃの騒音レベル

国からの航空機騒音データを分析すると、Ｅ－２Ｃの場合は、離陸時では２㎞程度

離れた地点、着陸時では１㎞程度離れた地点で７０dB(A)程度まで騒音レベルは減衰

する。
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また、騒音の最も大きいＥＡ－６Ｂの騒音レベルと比較すると、次の表のとおり、

大きな差がある。

（単位 dB(A)）

距離
31.5m 63m 125m 250m 500m 1,000m2,000m4,000m8,000m

機種

離 130.5 124.2 117.9 111.2 104.0 96.0 86.9 76.1 63.2ＥＡ－６Ｂ
陸
時 111.6 105.5 99.5 93.2 86.8 80.1 72.8 64.4 54.3Ｅ－２Ｃ

着 117.5 111.3 105.1 98.6 91.6 84.0 75.4 65.3 53.1ＥＡ－６Ｂ
陸
時 103.7 97.4 91.1 84.4 77.5 70.2 62.3 53.7 43.8Ｅ－２Ｃ

(2)騒音値７０ｄＢ(A)以上の区域

「低騒音機（Ｅ－２Ｃ）によるＮＬＰの際のｄB(A)コンターとジェット機（ＥＡ－

６Ｂ）によるｄB(A)コンターとの比較」を分析した結果は以下のとおり。

ア Ｅ－２ＣによるＮＬＰの場合は、騒音レベルが７０dB(A)（航空機騒音として識

別される値）以上となるのは岩国基地内のみとなる。

（注）山口県においては、７０dB(A)以上、継続時間５秒以上の騒音を航空機騒音

として識別している。

イ 以前岩国基地で行われたＮＬＰの激しい騒音障害の実態を想定したＥＡ－６Ｂに

よるＮＬＰの場合は、基地周辺概ね２㎞の範囲内で騒音レベルが７０dB(A)以上と

なる。

(3)主な測定地点の騒音の状況

低騒音機（Ｅ－２Ｃ）によるＮＬＰの際の「ｄB(A)コンター」をもとに、国に岩国

基地周辺の代表的な測定地点について、低騒音機によるＮＬＰが実施された場合の騒

音レベルの予測を求め、次のとおり分析した。

ア ＮＬＰ実施による騒音値は最大でも５４dB(A)程度にとどまる。

イ 由宇町ではＮＬＰの飛行経路が岩国基地周辺に限られることから、４５dB(A)以

下の騒音値となる。

ＮＬＰ実施 参 考（現状：平成１６年度）
測 定 地 点 時の騒音レ

１日Ｗ値 年間最大騒
ベル 年間Ｗ値(dB(A))

の最高値 音値(dB(A))

岩国市三笠町 ５０ ７３ ８２ １００

由宇町千鳥が丘 ４５以下 ７５ ８７ １０６

岩国市旭町 ５４ ８０ ８７ １０７

岩国市川口町 ５２ ７８ ９４ １０６

岩国市尾津町 ５１ ８０ ９４ １１０

由宇町港町 ４５以下 ７５ ８６ １０３
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【参考】厚木基地周辺の状況

１ 低騒音機によるＮＬＰに係る騒音の状況

「Ⅰ 騒音に関する事項」と同様に国の測定地点のうち５地点について、国から平

成１６年度における２回の「低騒音機によるＮＬＰ実施期間中の１日当たりの騒音発

」 。（ 、 、生回数 を求めた 測定地点① ②以外の地点では低騒音機のみの測定結果はなく

他の機種の騒音を含む ）。

(1)岩国にとって参考となると思われる測定地点は④では、低騒音機以外の機種を含

めても１日当たりの騒音発生回数がそれぞれ 回、 回となっている。０．５ ４．０

(2)測定地点③～⑤では低騒音機以外の機種を含めても８０dB(A)未満の騒音が８０

％以上を占めている。

(3)なお、滑走路両端の観測地点①、②のデータは岩国市ではこれに相当する地点は

基地内であり、民家がないことから参考にならない。

（平成16年７月13日、14日（２日間 18時～22時)）

（単位：回（１日当たり） 下段（ ）書は低騒音機）

70dB以上 80dB以上 90dB以上
100dB以上 合 計測 定 地 点

80dB未満 90dB未満 100dB未満

7.5 15.0 35.5 5.0 63.0
①北側周辺財産（大和市）

(0.0) (8.5) (27.0) (1.5) (37.0)

15.0 12.5 4.0 3.0 34.5
②南側周辺財産（大和市）

(7.5) (10.0) (3.0) (0.5) (21.0)

15.0 2.0 0.5 0.0 17.5③引地台中学校（大和市）

0.5 0.0 0.0 0.0 0.5④瀬谷養護学校（横浜市）

3.0 2.0 0.0 0.0 5.0⑤大庭中学校（藤沢市）

（平成17年１月18、19、21、22日（４日間 18時～22時)）

（単位：回（１日当たり） 下段（ ）書は低騒音機）

70dB以上 80dB以上 90dB以上
100dB以上 合 計測 定 地 点

80dB未満 90dB未満 100dB未満

23.5 17.3 1.0 2.5 44.3
①北側周辺財産（大和市）

(21.0) (14.8) (0.5) (0.0) (36.3)

1.5 13.0 78.0 3.0 95.5
②南側周辺財産（大和市）

(1.0) (7.5) (71.8) (0.0) (80.3)

49.8 2.0 1.8 0.0 53.5③引地台中学校（大和市）

3.0 0.8 0.3 0.0 4.0④瀬谷養護学校（横浜市）

4.3 5.8 0.3 0.5 10.8⑤大庭中学校（藤沢市）
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２ 低騒音機によるＮＬＰに係る騒音苦情の状況

神奈川県がまとめた年度別の苦情件数によると、低騒音機によるＮＬＰしか行われ

ていない平成１３年度以降は、苦情件数が平均 件となっている。４．５

、 、 、なお これ以前のデータで ジェット機によるＮＬＰが行われた年度の苦情件数は

最高で昭和６２年度の３，４１９回（うちＮＬＰ３，２０４件 、直近の平成１２年）

度は５，４０８件（うちＮＬＰ７３３件）となっている。

年 度 苦情件数 うちＮＬＰ

５，２７１ ３平成13年度

５，０５０ ３平成14年度

５，５５２ ４平成15年度

４，１４２ ８平成16年度
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